
                        
 

 

 

 

２学期終了。冬休みに入ります。 
今日で８１日間の２学期が終りました。基本的な感染症対策を行いながら、学校生活の充実に

努めてきた 2 学期、修学旅行や輝竜祭、職業体験等の行事を実施することができました。3 年ぶ

りに学府大交流会も実施でき、生徒たちの素敵な表情をたくさん見ることができました。また、

部活動や生徒会活動の中心が２年生にバトンタッチされ、順調なスタートを切ることもできまし

た。まだまだ制約がある中ですが、２学期の生徒たちの姿は、本当に素晴らしかったです。特に

3 年生は、行事の練習や授業、清掃などに一心に取り組み、下級生の手本、憧れとなる姿を随所

に見せてくれました。1，2 年生も、クラスで団結し協力し合いながら多忙な２学期を乗り越え、

一段とたくましさを増してきました。今後の成長を楽しみにしていきたいと思います。 

さて、明日から 13 日間の冬休みを迎えます。年末年始を控え、ご家庭でも   

その準備のために忙しい時をお過ごしになられることと思いますが、お子様に  

も家族の一員としての役割を与えるとともに、この１年を振り返り、新たな目  

標がもてるように支えていただきたいと思います。また、基本的な感染症対策 

を徹底し、健康に過ごしてほしいと思います。 

 1 年間、ありがとうございました。来年も本年同様、竜洋中学校をご支援い

ただきますよう、よろしくお願いいたします。よいお年をお迎えください。 

 
RYU-1 フェス 盛り上がりました 
 恒例となった、生徒会行事の「RYU-1 フェス」が 12 月 1 日～9 日までの昼休みに行わ

れました。RYU-1 は、生徒が楽器演奏やダンス、歌など、特技を披露する会です。今年は

12 組が出演し、とても盛り上がりました。個性を堂々と披露することができる生徒がいて、

それを温かく称える生徒がいる、竜中生の良さがあらわれた素敵な会でした。 

 
資源回収へのご協力ありがとうございました 

12 月 11 日の今年度第 3 回目の資源回収には多くのご協力をいただきありがとうございまし

た。今回は２年生が担当しました。グラウンドに資源を積んだ車が到着するたびに、車からさっと

資源を運び出しコンテナに運搬するなど、きびきびと行動してくれたおかげで、回収作業をスムー

ズに行うことができました。収益は学校の教育活動のために有効に利用させていただきます。あり

がとうございました。今年度の資源回収は今回で最後です。また来年度の資源回収へのご協力もよ

ろしくお願いいたします。 

 

新型コロナウィルス感染症への対応について 

 年末年始を迎え、人の移動も多くなります。必要な場面でのマスク着用、手洗い、手指の消毒等、

基本的な感染症対策を行っていただきたいと思います。万が一、お子さんが新型コロナウィルス感

染症に感染したり、濃厚接触者となったりした場合は、学校(66-2324)へご連絡ください。なお

12/29～1/3 に判明した場合は、閉庁のため、1 月 4 日に学校へ連絡をお願いします。 
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2 学期終業式 校長の話 
 

今日で８１日間の２学期が終了します。そして令和４年の１年間が閉じようとしていま

す。皆さんにとって令和４年はどんな１年であったでしょうか？ 

毎年この時期になると「今年の漢字」というものが発表されます。

これは漢字検定を行っている「日本漢字能力検定協会」が今年の世相

を表す漢字を全国から募集し、１位となった漢字を発表しているもの

です。京都の清水寺で揮毫される様子が毎年ニュースになっています

ね。今年選ばれた漢字は「戦」でした。ロシアによるウクライナ侵攻

や北朝鮮によるミサイル発射など、「戦」争の不安が世界で起こった

年でした。円安や物価高、電力不足や感染症など、

生活の中での「戦」いを身近に感じた年でもあり

ました。サッカーのワールドカップや北京冬季オ

リンピック・パラリンピックといった世界的なス

ポーツ大会が開催され、選手たちの熱「戦」が繰

り広げられました。野球界では、村上宗隆選手の

日本人最多本塁打、佐々木朗希投手の最年少完全

試合、大谷翔平選手の２桁勝利２桁本塁打など、

記録への挑「戦」が多く見られた１年でした。 

上位にランクインした漢字を見ると、「争」「非」「変」など新型コロナウイルス感染症が

終息しなかったり、事件や事故が多かったりした不安な世相を反映した漢字が多く入って

いますが、一方で「安」「楽」「和」など明るさや楽しさが感じられる漢字も入っていまし

た。 

皆さんが今年の漢字を選ぶとしたら何を選びますか？私は「感」の文字を選びたいと思

います。 

「感」染症対策について、まだまだ気を抜くことができない１年だったなという思いも

ありますが、翔竜祭や輝竜祭などの学校行事、部活動の大会などでは皆さんの一体「感」

が見られて、多くの「感」動を与えてもらいました。 

皆さんが授業中に仲間と意見を出し合って活発に学ぶ姿、生徒会活動や係活動では自分

たちで学校生活をより良いものにしようと進んで発言したり行動したりする姿、大交流会

で小学生に細やかに気を配る姿、様々なボランティア活動に取り組む姿など、皆さんの姿

に「感」心することがたくさんありました。 

竜洋中の先生方は生徒の皆さん一人一人のことを本当に真剣に考えてくださり、生徒の

ために大変な努力をしてくださっていました。先生方に対しては「感」謝しかありません。 

さて、明日から冬休みとなります。年末年始には街にも人が多く出てにぎやかな雰囲気

になります。お正月には初詣に行ったり、お雑煮やおせち料理を食べたりと伝統的な生活

の良さを感じる機会も多くあります。人々が新しい年に期待をよせ、明るく前向きな気持

ちになる時です。私も新しい年の始まりを楽しみにしたいと思います。 

皆さんも感染症対策をしながら、健康で充実した日々を過ごしてください。そして良い

年をお迎えください。 

 

令和４年１２月２３日 

磐田市立竜洋中学校長 鈴木秀幸 
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